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■朝からのびのび一日いきいき（朝のいきいき体操・ゆっくら健康館）

宣 ●すこやかにそしていつまでもお元気で（敬老会）



苔-四-*‘’っ

蓉て
一虎

▲今年の9月で百歳になった関根ちよさん（二丁目3区）

▼金婚の落合俊一さん さくさんこ＂夫婦（桜道 8区）

....金婚の榎澤貞男さん ・美登里さんご夫婦（永町72区）

▼米寿を迎えた高柳五郎さん（角ー2区のl)

敬
老
の
日
を
前
に
し
た
、
9
月
1
0
日

と
1
4
日
、
小
谷
町
長
が
百
歳
以
上
の
方

や
今
年
度
中
に
米
寿
や
金
婚
を
迎
え
る

こ
夫
婦
の
代
表
者
の
自
宅
と
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
ひ
ぬ
ま
苑
」
を
訪
問
し

ま
し
た
。

訪
問
し
た
の
は
、
今
年
百
歳
を
迎
え

ら
れ
た
関
根
ち
よ
さ
ん
(

2

丁
目
3区
）

宅
な
ど
7
軒
゜

関
根
さ
ん
宅
で
は
、
小
谷
町
長
が

「
が
ん
ば
っ
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

来
年
も
会
い
ま
し
ょ
う
。」
と
声
を
か
け
、

褒
状
や
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

関
根
さ
ん
は
、
最
近
耳
が
遠
く
な
っ

て
き
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
目
も
良
く
、

お
元
気
に
毎
日
を
過
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
生
き
の
秘
訣
は
、
「
身
の
回
り
の
こ

と
を
で
き
る
だ
け
自
分
で
す
る
こ
と
と

何
で
も
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ
と
」

だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
ひ
ぬ
ま
苑
で
は
米
寿
を
迎
え

た
2
人
に
小
谷
町
長
か
ら
敬
老
の
祝
金

が
手
渡
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
喜
び
も
ひ
と

し
お
で
し
た
。

'99.10.5 広報おおあらい (2) 



頬 ぢ［ 西
番付 町区 氏名 年齢 番付 町区 氏名 年衿

横 綱松川第二 名叶ざくfofでの 横 綱新町1-1 併司 ふく f oo 

張出横綱 二丁目3 肉根しよ f oo 

：［ 
張出横綱 角ー2-2 安 よし '17 

大関 永町4 飛 1a みし t:/7 大関 祝町2-2 村松ひろ '17 

張出大OO中宿2 荻淵はる 46 張出大関 中宿 米 IfI しよ 46 

関脇 一丁目1-下 小福ざよ 1J 関｝協 ひぬま苑 庄司せん 1J 

張出関脇 下宿 米 HI 清含 4f し＼ 張出関脇 新IOJ9-1 石 llI つね 呪r
張出関脇 蔵前1 水越みざt 4千

亨
張出関脇 下宿 米 l↓I みつ グ千

小結 新町8 土、3 みつ 4千 小 結 一丁目1-下 肉根みつ 44 

張出小結 ひぬま苑 使篠かつ グ千 張出小結 角ー2-2 清水皇使 44 

張出小結 新町12 小福 Itる 4千

孟
張出小結 永町6 伊森すい '73 

前頭 蔵前3 13山勇之助 13 前頭 永町7 照山ナッ "73 

同 舟渡2-1 小粁瀬美知 13 同 髭釜11-1 加森 清 '13 

同 新町9-1 栢 谷 ノ プ 13 1 1 同 大谷川 佐森みす '13 

同 2丁目2 中山耕之助 13 同 永町12 安齋みよ C/3 

同 混釜11-1 る地ヒサ '13 

孟
同 北消水2 鈴木美代含 "/2 

同 寺釜11 小野瀬l:tな 12 同 ひぬま苑 含 1叶すと 42 

同 祝町1 奴淵 使 92 同 祝町3 13山かこ "/2 

同 明神町8-3 小松丼みさ '12 

大
同 新町2-1 ,q叶 しよ '12 

同 新町7-2 戸 知 清 42 同 上宿 大貪ヤ芝 92 

同 下宿 小粁瀬なっ t/2 

洗
同 新町3-1 荒III しよ '12 

同 永町5 飛ヽ O lし142 同 二丁目1-1杵山 UIマ '72 

同 金沢町4 坂本せい 42 同 下宿 清含 ざた 4f 

同 金沢町1 虎島すへ '?f 長 同 永町5 寺家亀喜代 t!/f 

同 永町5 大貫まざ子 '?f 同 荒谷 肉 さみ 4f 

同 新町12 油老渇マい t!/f 

寿
同 上宿3 I刃山三之介 'tf 

同 通町2 鈴 ネ 虎 次 'tf 同 蔵前1 佐篠 I1つ 4f 

同 東光台3 佐森清次郎 グイ

番
同 明神IIII9 佐篠皇含 "If 

同 寺釜10 伊森北含 '/f 同 上宿3 武石 しよ '7f 

同 永町13 井 lfj ナカ t/f 同 川口 井上恒好 1f 

同 松｝Il共励 小野瀬タカ "If 付 同 桜道7 高令アサ "/f 

同 角ー2-1 小粁瀬ふく 4f 同 古宿 ¥017 よマ t/f 

同 永町10 遠麦 じさ t/f 同 新町4 仮あ 正 一 tJf 

同 永町2 泉稿典兵衛 "If 同 北渭水1 米,q す之 "/f 

同 ひぬま苑 杉本クツノ 40 同 祝IIII2-2 杖本耕次郎 ,Yo 

同 蔵前2 采粁 Itつ 10 同 松川報国 小福 セイ ,Yo 

同 新町7-1 肉根付次郎 '10 同 明神町9 小野瀬さよ 10 

同 永町7 祐島 チョ 40 同 松川第二 大谷益奇 '10 

同 祝町1 飛 I刃登代子 40 同 金沢町5 廣 I刃手P-t/0 

同 新町3-1 久保 90清子 "/0 同 寺釜12 小粁ミチノ 10 

同 金沢町2 望月 ミヨ ,Yo 
乎成勧

同 明神町7 小絹ハナ江 10 

同 明神町2 綿貫かね 10 同 ひぬま苑 棧碩賀みつ ,Yo 

同 二T目1-2 今泉 Iゴる "70 11進 同 蔵前1 荻福 、とり 10 

同 上宿3 1i}山直力 10 年元 同 ひぬま苑 小沼様太郎 ,Yo 

同 上宿2 中根しえ '10 ， 同 東光台1 杵 山 のヽヽ ,Jo 

同 新町12 肉根みよ 10 月 同 二丁目1-1必 沢 はな ,Jo 

同 北消水2 小粁瀬瑶含 '10 15大 同 金沢町1 反本千代子 10 

同 大谷川 石 叶志姐 40 句先 同 中宿 小粁瀬くら 10 

同 仲町3 肉根 居 40 墨町 同 ひぬま苑 中山虎令 グ0

同 金沢町4 皆 森 A好 40 同 祝町5 石祁 因雄 ,Yo 

►

米
寿
を
代
表
し

て
褒
状
を
う

け
る

今
泉
武
さ
ん
（
松
川
共
励
）

釈
・
長
寿

楽
し
く
す
i
JI

し
た
敬
老
会

9
月
15日
（

敬

老

の

日

）

、

大

洗

文

化

セ

ン

タ

ー

で

恒

例

の

敬

老

会

が

盛

大

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

今

年

め

で

た

＜

敬

老

の

日

を

迎

ス

ら

れ

た

71歳

以

上

の

方

々

は

、

2
、

5
7

4
人

（
男

9
7
0人
・

女

ー

、

6
0
4

人

）

。

百

歳

以

上

の

方

々

が

3
人

、

喜

寿

ー

6
7人

、

米

寿

46人

、

金

婚

42
組

で

す

。

式

典

で

は

、

「

米

寿

」

を

代

表

し

て

今

泉

武

さ

ん

と

「

金

婚

」

を

代

表

し

て

今
泉
菊
治

•
あ
い
さ
ん
夫
婦
が
壇
上
に

上

が

り

、

町

長

か

ら

褒

状

と

記

念

品

が

伝

達

さ

れ

ま

し

た

。

式

典

終

了

後

、

町

高

年

者

ク

ラ

ブ

の

皆

さ

ん

に

よ

る

芸

能

発

表

で

は

、

自

慢

の

芸

や

歌

を

披

露

。

最

後

に

夫

婦

漫

談

の

東

京

ニ

・

笑

子

さ

ん

が

登

場

。

そ

の

息

の

あ

っ

た

話

術

や

歌

に

会

場

は

笑

い

と

拍

手

に

包

ま

れ

大

い

に

盛

り

上

が

り

、

楽

し

い

敬

老

会

と

な

り

ま

し

た

。

―
杢
寿
お
め
で
と
う
一

大

川

す

ゑ

明

神

町

2
区

小

沼

モ

ト

明

神

町

2
区

松

井

す

ゑ

明

神

町

5
区

山

蝸

し

め

東

光

台

ー

区

関

博

東

光

台

2
区

鱈
認
言
詞
贔
下

小

沼

豊

次

郎

仲

町

2
区

関

口

ふ

み

仲

町

4
区

関

根

ヨ

シ

金

沢

町

3
区

田

口

い

そ

金

沢

町

4
区

．

榎

本

ヨ

シ

祝

町

2
区

の

2

磯

蛸

フ

ミ

松

ケ

丘

ー

区

鴨

川

ふ

み

新

町

2
区

の

ー

武

田

吉

一

新

町

4
区

平

沼

キ

ミ

五

反

田

2
区

坂

入

平

三

郎

永

町

2
区

櫻

井

う

め

永

町

5
区

栗

原

亮

行

永

町

7
区

薄

井

き

よ

子

永

町

ー

4
区

小

沼

と

み

永

町

ー

4
区

大

貫

消

髭

釜

町

2
区

木

村

義

一

髭

釜

町

2
区

菊

地

三

代

松

髭

釜

町

5
区

竹

内

と

め

髭

釜

町

5
区

武

藤

ふ

よ

髭

釜

町

7
区

野

口

せ

つ

桜

道

4
区

関

根

き

よ

桜

道

6
区

篠

蛸

清

次

寺

釜

5
区

闘

訓

昇
2

鱈
3

栗

原

道

子

蔵

前

ー

区

佐

藤

数

枝

裁

前

ー

区

川

上

ち

よ

蔵

前

2
区

荻

沼

は

る

中

宿

2
区

大

作

あ

き

富

士

見

台

須

澤

あ

き

富

士

見

台

小

野

瀬

は

る

小

角

一

2
区

の

ー

高

柳

五

郎

角

一

2
区

の

ー

大

貫

ひ

で

浜

欠

清

宮

ま

さ

子

古

宿

高

梨

ス

ガ

上

宿

亀

山

久

子

中

宿

鈴

木

の

ぶ

え

矢

場

大

川

な

を

ひ

ぬ

ま

苑

二

宮

キ

ヌ

ひ

ぬ

ま

苑

今

泉

武

松

川

共

励

（

敬

称

略

）

(3) 広報おおあらい '99.70.5 
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ト
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長
期
的
に
わ
た
る
地
域
社
会
づ
く
り

や
行
政
運
営
の
基
本
と
な
る
方
針
や
そ

の
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
を
総
合
計
画

と
言
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
行
政
の

各
分
野
の
施
策
や
事
業
の
基
本
と
な
る

も
の
で
す
。

町
で
は
、
1
0
年
を

―
つ
の
区
切
り
に
、

昭
和
4
5
年
の
「
第

一
次
総
合
計
画
」
、

昭
和
5
5
年
の
「
第
二
次
総
合
計
画
」
、

平
成
3
年
の
「
第
三
次
総
合
計
画
」
を

策
定
し
、
こ
れ
を
指
針
と
し
て
「
住
ん

で
よ
い
ま
ち
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
施
策
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

計
画
策
定
の
背
景

現
在
の
社
会
経
済
環
境
は
、
長
引
く

景
気
の
低
迷
に
よ
り
か
つ
て
な
い
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
日
の

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
急

速
に
変
貌
し
て
き
て
い
ま
す
。
個
性
豊

か
な
地
域
社
会
の
形
成
や
少
子
・
高
齢

化
へ
の
対
策
、
多
様
・
高
度
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
な
ど
新
た
な
課
題
に
的
確
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

総
合
計
画
っ
て
な
に

開
発
に
目
を
向
け
る
と
、
新
大
洗
水

水
族
館
（
仮
称
）
、
子
ど
も
科
学
館
（
仮

称
）
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
隣
地
域
で
は
、
ひ
た
ち
な
か
港
の
開

港
、
東
水
戸
道
路
の
開
通
、
北
関
東
自

動
車
道
の
整
備
な
ど
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
人
の
流
れ
や
物

流
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
洗
町
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
な
変
化
の
波
が
押
し

寄
せ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
各
分
野
の

施
策
の
計
画
性
、
実
効
性
を
確
保
し
、

2
1
世
紀
初
頭
に
向
け
て
飼
性
あ
る
ま
ち

づ
く
り
と
豊
か
な
町
民
生
活
を
築
く
た

め
、
新
た
な
総
合
計
画
を
1
年
前
倒
し

で
策
定
す
る
も
の
で
す
。

策
定
の
進
め
方

総
合
計
画
に
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ

る
た
め
平
成
10
年
12
月
に
「
大
洗
町
ま

ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
お
い
て
、
総
合
計
画
づ
く
り
に
参
加

を
希
望
し
た
住
民
か
ら
町
つ
く
り
に
対

す
る
意
見
、
提
言
等
を
聞
く
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
。
そ
の
後
、
資
料
収
集
や

現
状
分
析
を
行
い
総
合
計
画
の
素
案
作

成
の
た
め
庁
舎
内
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
置
き
、
原
案
策
定
の
た
め
総
合

計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

更
に
、
町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
大

洗
町
総
合
計
画
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、

基
本
構
想
等
に
つ
い
て
調
査
、
審
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第四次大洗町総合計画
基本構想 10か年（平成l2年度～

21年度）

※西暦2009年度を目標

年次

基本計画 5か年（平成12年度～

16年度）

実施計画 3か年（平成12年度開始）

のローリング方式

II 
II II II II 

II II II II II 
II ＂＂ II II II II 

II 
会
長

副
会
良

委
員

加
藤
理
（
髭
釜
ー
）

榎
本
英
輔
（
明
神
町
ー
）

伊
藤
榮
（
祝
町
1

)

渡
辺
明
（
寺
釜
2

)

山
戸
果
（
金
沢
町
2

)

小
松
崎
亨
（
上
宿
2

)

飛
田
清
二

（
二
丁
目
3

)

杉
山
晴
茂
（
成
田
）

小
松
崎
新
太
郎
（
明
神
町
2

)

和
田
俊
雄
（
角

一
3
の
ー
）

柵
山
美
代
子
（
髭
釜
l
の
3

)

田
山
慶
一
郎
（
永
町
1

3

)

川
崎
貢
（
上
宿
2

)

大
山
吐
志
（
仲
町
2

)

篠
原
耕
造
（
永
町
12)

高
野
み
ね
（
寺
釜
l

O

)

大
岡
紀

一
（
原
研
住
宅
）

和
田
洋
子
（
中
宿
2

)

米
川
不
二
夫
（
古
宿
）

富
田
祐
介
（
原
研
大
洗
）

大
洗
町
総
合
計
画
審
識
会
委
員

（
敬
称
略
）
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9月15日、お元気に敬老の日をお迎えになられた皆

様にご長寿を心からお祝い申し上げます。

人間、生まれてから何年生きたら満足できるのか、

その答えを私は聞いたことがありません。しかし、百

歳の三桁まで生きられたらという憧れは誰にもあると

思います。その一方で、痴呆症や病気による身体への

障害に対し、恐怖や不安をもっているのも確かです。

先に90歳を数える方のお話で、健康の秘訣を伺った

ところ「野菜を良く食べる、お茶を一日20杯は飲む」

と言うのです。国民健康保険中央会が全国市町村に住

む80歳から85歳の健康な方々、約3,200名を対象

に 「どのような生活を送ってきたか」を調査したとこ

ろ8割以上の人が「野菜をよく食べお茶をよく飲む」 小

と答えています。もちろん野菜やお茶だけではなく、 谷

食事、運動、休養、生活習慣などが健康に深く関わっ 隆
ていることはよく知られています。 •免
高齢社会の到来が叫ばれて久しく、言うまでもなく誰もが健康で元

気な老後を迎えたいと願っています。病気や寝たきりになり介護の世

話になりたいと思っている方はおりません。そこで、元気なうちに健

康づくりに取り組みをと考え、ゆっくら健康館オープンに併せ、食生

活の指涵や健康診断等の充実を図っています。更にいきいき体操や歩

く会を発足しました。いきいき体操は、初めは100名に満たないスタ

ートでしたが、今では朝7時になると 150名の方々が集まり体を伸ば

す体操に取り組んでいます。食生活改善や運動増進などこうした輪を

各地区に広げて行くことにより「寝たきり老人ゼロ」を目指したいも

のです。

来年4月からいよいよ介護保険がスター トします。この制度によっ

て単に寝たきりなどの方の介護を支援すると言うだけではなく、保健、

医療、福祉の連携を更に強め、健康で元気な高齢者がいきいきと安心

して暮らせる町づくりを目指します。合わせて町民の皆様の健康づく

りに対する自覚と一雇の協力を願うものです。

O
-R気
活
力
あ
る
望
ま
し
い
高
齢
社
会
に

゜
大
洗
町
長

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

9
月
21

日
か
ら
3
0
日
の
期
間
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
運
動
の
重
点
は
、

①
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
②
飲
酒
運
転
の
追

放
③
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
徹
底
と
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
促
進
。

町
内
の
主
要
交
差
点
で
は
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

児
童
生
徒
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
た
街

頭
立
哨
指
導
、
薄
暮
時
の
交
通
安
全
指

導
な
ど
が
行
わ
れ
、
水
戸
酋
察
署
を
は

じ
め
交
通
安
全
協
会
、
安
管
大
洗
支
部
、

交
通
安
全
母
の
会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
が
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

ま
た
、

9
月
19
日
に
は
、
泉
友
会

（
井
上
安
之
会
長
）
が
、
交
通
事
故
防

止
の
願
い
を
こ
め
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
点
検
、
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

町
内
の
皆
さ
ん
、

一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

喜鼠行仕 嬰： ミ品饂盃空塁塁投 r 嬰午； 謬腎〗ご冒満 ； 亨骨塁任
農票レ事 1不 か認 Pり券醤さに票 場 で前票 さ年続町日 20票 ゜ 17挙期
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l 務 ／ ねすきそ制祠ご不 不 者とい文をは天 ）しま前ー ご

i 尺畠：摩畠g胃芭貸畠 ［ 皇員喜塁□必、畠 ご`占筐 の

塁書日戸ば旦胄嘉合覧 息 か尼は旦：竺馨 昇畠界昇 目
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内
線
2
3
3

0
"
"
"ない

町

あ
な
た
の
一
票
が
町
を
動
か
す

大
洗
町
議
会
議
員
選
挙
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二
十
年
後
に
は
圃
人
に
一
人
が
ハ
＋
ガ
簸

以

I
と
い
う
。
し
か
し
、

I

自
分
を
生
か

uる
揚
」
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
、
打
齢
を

祖
ね

ct
、
い
き
い
さ
と
輝
き
を
失
わ
す

に
生
き
ら
れ
る
。

■毎
年
、
季
節
的
に
一

時
人
手
が
必
要

な
場
合

■事
務
所
な
ど
の
清
掃
を
や
っ
て
も
ら

い
た
い

■新
し
い
人
を
雇
つ
ほ
ど
で
も
な
い
が
、

期
日
ま
で
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
仕
事
が
生
じ
た
場
合

■家
族
や
家
庭
内
の
こ
と
で
、
や
っ
て

も
ら
い
た
い
ご
と
が
あ
る
場
合

■毛
筆
・
筆
耕
・
案
内
状
書
き
を
手
伝

こ
ん
な
と
き
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
rJ
連
絡
下
さ
い

圃
譴
し
ま
し
た

町
で
は
、
高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
経
験
や
知
識
を
活
か
し
て
社
会

参
加
を
し
、
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
よ

う
に
と
、
大
洗
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
川
上
俊
彦
理
事
長
）
を
、

9
月

9
日
に
開
設
し
ま
し
た
。

当
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
方
々
（
男
32
名
・
女
10
名）

が
会
員
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
や
公
共
団
体
、
個
人
、
家
庭
の

皆
様
か
ら
の
仕
事
の
こ
依
頼
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
お
申
し
込
み
は

高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
臨
時
的
・
短

期
的
な
仕
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま

す
、
人
材
セ
ン
タ
ー
ヘ
こ
連
絡
く
だ
さ

ヽ
ー
。し請

負
、
委
託
契
約

条
件
が
整
え
ば
、
人
材
セ
ン
タ
ー
と

請
負
、
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。
依
頼
さ
れ
た
仕
事
は
、
会
員
が

行
い
ま
す
が
完
了
す
る
ま
で
、
人
材
セ

ン
タ
ー
が
責
任
を
も
っ
て
行
い
ま
す
。

な
お
、
そ
の
仕
事
を
す
る
会
員
と
依

頼
主
と
の
間
に
雇
用
関
係
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

契
約
金
の
内
訳
・
支
払
い

契
約
金
の
内
訳
は
、
就
業
し
た
会
員

へ
の
配
分
金
（
報
酬
）
、
事
務
費
、
材

料
費
な
ど
か
ら
な
り
、
支
払
い
は
仕
事

の
完
了
後
、
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
請

求
に
基
づ
い
て
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま

す。詳
し
く
は
、
大
洗
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
局
（
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
）

へ
6
(
2
6
7
)
5
1
1
1

内
線

(
1
2
4
)

仕
事
の
こ
依
頼
・
契
約
・
料
金

の
支
払
い
は
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

っ
て
も
ら
い
た
い

■簡
単
な
草
取
り
、
草
刈
り
、
庭
木
の

手
入
れ
剪
定
な
ど
を
や
っ
て
も
ら
い

た
い

■障
子
や
襖
を
張
替
え
た
い

■そ
の
他
、
自
分
で
は
出
来
な
い
の
で

仕
事
、
作
業
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い

別表② 別表① ■こ利用する場合の料金（職種別）

種類 金額（円）

宛名 ペン 1枚 15
書き 毛筆 1枚 50 

毛筆賞 1枚1200~
状書き 2000 

別表③

種類 金額（円）塁門

草刈り 手刈り 700 
機械 800~900

芝刈り 機械 900 

土木 整地、盛土等

作業 900 

ごみ 車での運搬（車使
運搬 用別料金）700

薬剤 除草剤 700 
散布 植木消毒 900 

種類 金額（円）

ふすま 片面1300~

張り 両面2500

障子 1本700~

張り 800 

網戸 1本700~

張り 1000 

植木 1時間
-斐 r疋上→ 700~1000 

ブロッ 1時間

ク工事 900 

職種 仕事の内容 1時間 （円）

闊
教育指導 各種講師 ・園芸指導 ・翻訳等 別途協議

技能技術
大工修繕 ・ふすま、 障子張り 別途協議

庭木手入れ ・和洋裁等 別表①

経理事務 経理 ・起票 ・記帳・伝票整理 700~ 

筆耕事務 宛名書き・賞状書き ・書類清書 別表②

雷整理事務 名縛 ・台帳 ・書類 ・レセプト 700~ 

調査事務 各種調査・集計 700~ 

一般事務 上記に属さない事務 700~ 

冒施設管理 公民館 ・公園 ・駐車場 ・駐輪場 700~ 

< サービス
留守番 ・観光ガイド・受付業務 700~ 
広報物配布・販売集金 ・外務

： 屋外 清掃 ・草刈り除草 ・ごみ処理 別表③

屋内 清掃 ・包装 700~ 

'99.10.5 広報おおあらい (6) 



平成12年4月から Vol.7 

Q どんな介護サービスがあるのですか？
介護サービスには在宅サービスと施設サービスがあります。

一●訪問介護 （ホームヘルプ） ●訪問入浴 ●訪問看護

ホームヘルパーが家庭を訪問し、 移動浴槽による入浴 看護婦 （士）等が家庭を訪問し、療

介護や家事の援助を行います。 介護を行います。 養上の世話や診療の補助を行います。

●訪問リハビリテーション ●居宅療養管理指滋 ●通所介護 （デイサービス）

リハビリの専門家が家庭 医師、歯科医師、薬剤師 デイサービスセンター等に通い、

を訪問し、リハビリを行い 等が家庭を訪問し、療養上 健康チェック、食事、入浴介護、

ます。 の管理・指導を行います。 機能訓練を行います。

●通所リハビリテーション

（デイケア）

老人保健施設や病院・診

療所等に通い、リハビリを

行います。

●住宅改修費の支給 ●福祉用具の貸与・購入費の支給

手すりの取り付け、段差解 車いす、特殊ベット等の貸与や特殊尿器、

消等の住宅改修費の支給。 ポータブルトイレ等の購入費の支給。

●特定施設入所者生活介護

有料老人ホーム等で介護や機能訓練を行います。

一

●短期入所生活介護

（ショートステイ）

特別養護老人ホーム等に短

期入所し、食事・入浴等の介

護や機能訓練を行います。

●短期入所療養介護

（医療型ショートステイ）

老人保健施設等に短期入所し、

医学的な管理のもとで医療・介護・

リハビリ等を行います。

●痴呆対応型共同生活介護 （グループホーム）

掘呆の高齢者が共同生活を営む住居で介護

や機能訓練を行います。

※要支援と認定された人は利用できません。

※要支援と認定された人は利用できません。

一
●介護老人福祉施設 ●介護老人保健施設 ●介護療養型医療施設

（特別養護老人ホーム） （老人保健施設） （療養型病床群）

常時介護が必要で家庭での生活が困 病状が安定した高齢者が入所して長期にわたり療養が必要な高齢者が

難な高齢者が入所して介護を受けます。 機能訓練や看護、介護を受けます。 入所して療養、看護、介護を受けます。

以上の介護サービスの中から、それぞれの高齢者の介護サービス計画に基づいたサービスを受けることになります。

Q サービスを利用したときの自己負担はどのくらいですか？
介護サービスを受けたときは、原則としてかかった費用の1割を負担します。

それぞれの要介護度ごとに受けられるサービスの額に上銀が設けられます （支

給限度額）。 この範囲を超えたサービスを利用したときは、利用者が全額負担

します。

施設サービスを利用する場合は、1割の自己負担とは別に、定額の食事代

を負担します。また、やむをえない理由や繋急の場合などで、要介護認定の申

請をする前に介護サービスを受けた場合は、一旦全額自己負担していただき、

申請により、その費用の9割分があとで町から支給されます。1割の自己負担

が一定額を超えた時は高額介護サービス費が支給され、負担が軽くなります。

（
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靖
国
の
絶
え
ぬ
人
波
蝉
し
ぐ
れ

新

町

加

藤

宗

＿

も

り

こ

だ

ま

（
評
）
靖
国
の
杜
に
木
霊
す
る
参
拝
者

の
足
音
と
、
蝉
の
大
合
唱
と
が
果
て
し

も
な
く
続
い
て
途
絶
え
る
こ
と
が
な
い

と
言
う
。
国
の
礎
と
な
ら
れ
た
御
霊
ヘ

の
鎮
魂
の
句
で
あ
る
。

夏
休
み
一
升
釜
を
出
し
て
待
っ

金

沢

猿

田

俊

子

（評
）
夏
休
と
な
り
盆
と
も
な
れ
ば
、

家
の
中
は
帰
省
の
子
供
達
で
溢
れ
返

る
。
ご
飯
焚
き
も
普
段
の
小
さ
い
電
気

釜
で
は

一
食
分
に
も
足
り
な
い
。
そ
こ

で
と
っ
て
置
き
の
一
升
釜
の
登
場
と
な

る
の
で
あ
る
。

新
涼
や
波
に
映
れ
る
ホ
テ
ル
の
灯

夏

海

大

貫
千
代
子

（評
）
夜
涼
み
の
足
を
少
し
伸
ば
せ
ば
、

鹿
島
灘
の
夜
景
を
一
望
に
出
来
る
作
者

で
あ
る
。
袖
ヶ
浦
の
湾
曲
に
添
っ
て
街

の
灯
、
港
の
灯
が
煙
め
き
、
そ
の
突
端

北
方
一
里
の
波
の
上
に
は
、
ホ
テ
ル
群

の
灯
火
が
こ
の
秋
始
め
て
の
涼
し
さ
の

中
に
美
し
く
瞬
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

．． ． ． 
嫌
壇

い
つ
か
ら
と
な
く
裏
庭
の
虫
の
声

髭

釜

川

崎

京

子

（
評
）
裏
庭
の
闇
の
中
で
虫
が
嗚
い
て

い
る
。
こ
お
ろ
ぎ
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い

え
ば
、
二
＝
目
前
に
も
こ
こ
で
聞
い
た

ょ
う
な
気
が
す
る
。
昼
も
夜
も
い
つ
止

む
と
も
知
れ
ぬ
こ
の
暑
熱
の
中
で
、
虫

は
も
う
秋
の
気
配
を
い
ち
早
く
感
じ
と

っ
て
居
る
の
だ
。

海
風
の
涼
し
さ
に
あ
り
風
呂
あ
が
り

髭
釜
清
水
拡

一
朗

（
評
）
い
つ
も
海
風
の
吹
き
抜
け
る
こ

の
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
、
倖
い

に
思
う
者
は
作
者
や
私
ば
か
り
で
は
あ

る
ま
い
。
而
も
こ
れ
は
風
呂
あ
が
り
、

冷
え
た
ビ
ー
ル
や
西
瓜
が
無
く
と
も
、

海
風
の
涼
し
さ
だ
け
で
充
分
な
の
で
あ

る
。

手
花
火
の
玉
落
つ
る
ま
で
見
つ
め
ゐ
し

明
神
町
小
松
崎
美
代

（
評
）
闇
を
照
ら
し
て
、
松
葉
模
様
の

火
花
を
飛
ば
し
て
い
る
の
は
、
線
香
花

火
の
小
さ
な
火
玉
で
あ
る
。
朱
色
の
紙

こ
よ
り
の
先
に
弾
む
よ
う
に
、
廻
転
す

●
後
森
亀
泉
進

桜

道

上

野

君

江

へ
き

ひ
ぬ
ま
い
と
と
ん
ぼ
の
碧
に
と
き
め
き

ぬ コ
ン
テ
ナ
の
溢
る
こ
埠
頭
秋
タ
ベ

祝

町

今

川

う

め

げ

新
米
の
香
り
の
高
き
夕
餡
な
る

祝

町

今

川

晟

自
転
車
の
流
れ
着
く
あ
り
梅
雨
出
水

新

町

酒

井

省

秋
風
や
級
友
ひ
と
り
喪
い
ぬ

角

一

前
原

青
嵐

墓
参
り
済
ま
し
＿
人
の
朝
茶
か
な

永
町
浅
見
三
千
子

異
国
よ
り
盆
を
忘
れ
ず
便
り
く
る

東
光
台
田
中
勝
枝

ふ
と
思
ふ
知
覧
の
基
地
の
突
竹
桃

蔵

前

田

山

佳

風

送
り
火
の
消
え
た
る
ま
A

に
闇
の
中

新
町
岸
和
田
和
子

日
焼
顔
よ
り
白
き
歯
の
笑
み
こ
ぽ
れ

桜

道

真

田

静

子

の
ひ

る
よ
う
に
短
い
命
を
燃
や
す
火
の
玉
。

火
花
を
出
し
切
っ
て
地
に
落
ち
る
ま
で

の
命
を
見
詰
め
て
い
る
。

｀ 

年長組共同制作「キツネとタヌキのお月見」

l

o

g
っ
乙
ギ
マ
ラ
I
J
I

第
二
保
育
所

'9910.5 広報おおあらい (8) 
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□罰
一
琵
嗜

o
)こ
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亨
一
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9露
ぶ
ー
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「SAILING」 200mm F8 オー ト ＋補正

山崎 正

► 帆走する ヨ ットを逆光でシルエッ ト にして撮影

フォ
LL
P
H
O
T
O

「アジサシ」 1/500 

高橋和豊

► 港のプイに停まっている鳥を超望遠レンズで撮影

1200mm F8 

｀
 

鉾
田
町
鵜
川
康
雄

J
生
、
お
盆
見
舞
い
で

8
月

14
日
午
後
大
洗
町
を
訪
ね
ま
し

た
。
10
年
前
に
一
度
だ
け
お
伺

い
し
た
こ
と
の
あ
る
丁
様
宅
を

探
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
見

つ
か
ら
ず
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

読
売
新
聞
専
売
所
が
目
に
入
リ
、

恐
縮
し
な
が
ら
お
尋
ね
し
た
と

こ
ろ
、
所
員
の
皆
様
共
々
住
宅

地
図
に
て
丁
寧
に
探
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
礼
を
申
し
上

げ
訪
ね
て
み
ま
し
た
が
残
念
な

が
ら
別
人
で
し
た
。
し
か
し
、

皆
さ
ん
の
親
切
な
真
心
に
心
う

た
れ
ま
し
た
。
深
謝
い
た
し
ま

す
。次

に
、
近
く
の
コ
ン
ビ

ニ
の

駐
車
場
で
小
生
の
様
子
を
見
て
、

声
を
掛
け
て
下
さ
っ
た
中
年
の

男
性
が
、
小
生
の
話
を
聞
き
、

そ
れ
で
は
私
が
探
し
て
み
ま
し

ょ
う
と
同
乗
者
が
い
る
自
分
の

車
を
ま
た
せ
、
お
店
か
ら
電
話

帳
を
か
り
て
、
「
T
」
の
名
字
一

軒
ず
つ
当
た
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
見
つ

か
リ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
あ

る
事
か
ら
丁
様
の
場
所
を
見
つ

け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
道

順
も
わ
か
り
ま
し
た
の
で
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
し
た
ら
、
近
道

が
あ
る
の
で
案
内
し
ま
し
ょ
う

と
言
わ
れ
、
無
事
目
的
の
家
を

訪
周
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ
、
お
名
前
で

も
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
「
人

間
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
が
い
い

ん
じ

ゃ
な
い
で
す
か
」
と
急
い

で
帰
ら
れ
ま
し
た
。

何
も
の
に
も
優
る
、
本
当
に

湿
か
い
お
心
と
さ
わ
や
か
な
態

度
に
接
し
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。
大
洗
町
民
の
方
々
の
湿
か

い
心
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

｀
 

呂

大
洗
の
方
の
温
か
い
心
に
接
し
て

(9) 広報おおあらい '99.10.5 



訊を息する難を戴
8月28・29日の2日間、総合運動公園において、

（ 第4回石井藤吉郎杯中学校野球大会が行われ、 13

チームが日頃の練習の成果を競い合いました。

開会式では、今年6月30日に逝去された石井さ

んの遥影の前を中学生たちが元気に行進、黙とう

を捧げた後、旭中主将の選手の力強い選手宣薔で

熱戦の火ぶたが切られました。

当町からはー中と南中が出場。一中が決勝まで

コマを進め、 9対7と那珂湊中をふりきり見事優勝

を飾り、南中学校は2回戦で美野里中に惜敗しま し

た。結果は次のとおりです。

優 勝大洗町立第一中学校

準優勝 ひたちなか市立那珂湊中学校

第三位旭村立旭中学校

第三位 美野里町立美野里中学校

ヽ

臼：ー「鳥
▲石井さんをしのび、黙とう

....）＼ア～ 沖の日の出と大洗さまは～

旱茸宮は
賃康にも得
9月1日から 10月末までの毎朝、 7

時と7時30分の2回、ゆっくら健康館

西側駐車場で「朝のいきいき体操」が

行われています。

いきいき体操は、のばす・ まげる

まわすの3つの運動を郷土の歌「大洗

音頭」 にのせて無理なく体をほぐす体

操です。

連日、 約150名の会員の皆さんが参

加し、 一日のはじまり にさわやかな汗

を流し、心も体もリフレッシュしてい

ます。

'99.70.5 広報おおあらい (l 0) 



熙前で＇
ほっとひといき
8月1日（日）と8月8日（日）の両日、大洗くらし

の会の皆さん8名が大洗駅で下車して来る方々に麦茶

のサービスを行いました。

暑い盛りの時間帯、大洗駅に降り立った観光客など

を冷たい麦茶で歓迎、おかわりを求める方もでて大好

評でした。

くらしの会の皆さんからの「来年もお待ちしていま

す」との呼びかけに「また来ます」との声も聞かれ、

町のイメージアップにつながったことと思います。

▲手ぎわよく料理が仕上がっていきます

(l l) 広報おおあらい '99.10.5 

自然ガ遊ひ場
涸っ子、山っ子

那珂川で結ばれている大洗町と栃木嗅茂木町の小学

5・6年生64名が参加し、 8月19日～20日に海っ子体

験、9月ll日～12日に山っ子体験が開催されました。

海っ子体験では、ライフセイバー体験やシュノーケリ

ング、チョン釣り、山っ子体験では、こんにゃくやそば

づくり、川遊びが行われ、海と山それぞれの恵まれた自

然の中での遊びなどをとおして子どもたちが交流を深め

ました。

子どもたちは、この体験で人と山・川・海の関わりを

知り、自然の大切さを心に刻みました。

踵傭（もと油l...,し

健康福祉センター「ゆっくら健康館」のデイサ＿ビ

スセンターに来所しているお年寄りに温かい手作り料

理を食べてもらおうと、月2回、食生活改善推進連絡

協議会の会員の皆さんが昼食づくりを行っています。

「いつもより、品数が豊富でおいしい」「やさしい

味付けで口に合う」などお年寄りたちの評判も上々で、

大変喜ばれています。

会員の皆さんは、「元気で長生きしてもらいたい」

「おいしそうに食べてくれるのでうれしい」と話して

いました。

（ 

ひi
HI~ 



今
年
も
大
洗
町
商
工
産
業
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
町
内
の
商
工
業
者

の
方
た
ち
が
町
民
の
皆
様
の
日
頃
の
こ

愛
顧
に
応
え
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て

開
か
れ
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

合
せ
の
上
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時
／
11
月
3
日
（
文
化
の
日
）

午
前
1
0
時

1
午
後
3
時

場
所
／
大
洗
港
第
4
埠
頭
イ
ベ
ン
ト

＼
ー
ス

）
 

第

24
回
大
洗
町

商
工
産
業
祭

イ`

世
界
の
名
車
が
大
集
合

ラ
フ
ェ
ス
タ
ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア

催
物
／
●
各
種
飲
食
コ
ー
ナ
ー

●
模
擬
上
棟
式
●
各
種
バ
ザ
ー

●
地
元
物
産
販
売

●
商
店
会
抽
選
会
コ
ー
ナ
ー

●
米
消
費
拡
大
事
業

●
原
子
力
事
業
所
展
＿
ホ
コ
ー
ナ
ー

●
こ
ど
も
イ
ベ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ

ー

他

問
合
せ
／
大
洗
町
商
工
産
業
祭
実
行
委

員
会
（
大
洗
町
商
工
会
内
）

6

(
2
6
6
)
ー

7
l
l

1
0
月
1
7
日に
束
京
原
宿
を

ス
タ
—

ト、

2
1
日
ま
で
の
5
日
間
で
箱
根
ま
で

の
ー
、
6
0
0
k
m

(l、

0
0
0
マ
イ

ル
）
を
走
破
す
る
ラ
フ
ェ
ス
タ
ミ

ッ
レ

ミ
リ
ア
が
大
洗
町
に
や
っ
て
来
ま
す
。

世
界
の
名
車
9
5
台
と
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
・

場
所
／

10
月
1
9
日
（
火
）
午
後
5
時
30分

到
着
（
大
洗
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）

lO
月
2
0
日
（
水
）
午
前
8
時
3
0
分

出
発
（
大
洗
マ
リ
ー
ナ
脇
）

町
内
走
行
ル
ー
ト
／

大
洗
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
午
前
7
時
3
0

分
ー
出
発
）

ー
磯
浜
町
内
（
バ
ス
通
り
）

ー

大
貫
蔵
前
—

大
洗
マ
リ
ー

ナ
（
午
前

7
時
4
0
分

1
到
着
）

※
堺
正
章
さ
ん
、
ヒ
ロ
ミ
さ
ん

近
藤
真
彦
さ
ん
、
保
坂
尚
輝
さ
ん

⑲
都
は
る
み
コ
ン
サ
ー
ト

、(_

iag 
11月28日(8)贔詣畠開演
●料金（全席指定） 5,000円（当日6,000円）

大洗文化センター
●チケット購入問合せ 大洗文化センター合266-2442

日
時
／
1
月
2
8
日

（日）

午
前
8
時
3
0
分
＼

会
場
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

【
M
T
B

（自
転
車
）
レ
ー
ス
】

サ
ン
ビ
ー
チ
特
設
コ
ー
ス
を
走
る

①

エ
ン
ジ
ョ
イ
9
0
(
9
0
分
以
内
の
周

回
を
競
う
。）

②

デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
1
2
0

車
＆
ラ
ン
ニ
ン
グ
）

③

キ
ッ
ズ
レ
ー
ス

④

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
レ
ー
6
0

（
自
転

大
洗
あ
ん
こ
う
祭•
M
T
B
&

ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル
参
加
者
募
集

高
岡
早
紀
さ
ん
な
ど
の
参
加
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤

エ
ン
ジ
ョ
イ
リ
レ
ー

⑥

キ
ッ
ズ
M
T
B
教
室

【
ビ
ー
チ
フ

ッ
ト
サ
ル
大
会
】

ー
チ
ー
ム
5
人
の
サ
ッ
カ
ー

①
小
学
生
の
部

②
中
学
生
の
部

③

一
般
の
部

参
加
費
／
M
T
B
レ
ー
ス

個

人

2

、

0

0
0
円

チ
ー
ム
3
、
0
0
0
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
レ
ー
2
、
0
0
0
円

小
中
学
生
、
M
T
B
教
室
は
無
料

ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル

一
般
の
部
3
、
0
0
0
円

小
中
学
生
の
部
無
料

申
込
締
切
／
1
月
1
5
日
（
月
）

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
l
)

大
洗
町
更
生
保
護
婦
人
会

会
長

柵

山

美

代
子

皆
さ
ん
は
、
更
生
保
護
婦
人
会
と

い
う
も
の
を
こ
存
じ
で
し
ょ
う
か。

更
生
保
護
婦
人
会
は
、
母
や
女
性
の

立
場
か
ら
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に

っ
と
め
る
と
と
も
に
過
ち
に
陥
っ
た

人
達
の
立
ち
直
り
を
助
け
る
明
る
い

社
会
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

こ
の
更
生
保
護
婦
人
会
が
大
洗
町

に
も
こ
の
た
び
会
員
6
0
名
の
参
加
に

よ
り
誕
生
し
、
活
動
の
第

一
歩
と
し

て
「
愛
の
募
金
運
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
こ
理
解
を
い
た
だ

き
、
町
内
の
事
業
所
や

一
般
の
方
々

か
ら
3
2
3
、
4
1
6
円
の
ご
寄
付

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
の
浄

財
は
、
茨
城
県
内
の
青
少
年
矯
正
施

設
（
水
戸
少
年
刑
務
所
、
水
府
学
園
、

茨
城
学
園
、
中
央
児
童
相
談
所
等
）

や
保
護
観
察
中
の
青
少
年
た
ち
の
更

正
援
護
費
用
と
し
て
、
県
連
盟
に
寄

贈
い
た
し
ま
し
た
。

大
洗
町
更
生
保
護
婦
人
会
は
、
地

域
の
組
織
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
更
に

活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
よ
り
よ
い
青

少
年
等
の
健
全
育
成
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
と
も

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

愛
の
募
金
運
動
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

'99.70.5 広報おおあらい (12) 



水戸地方広域市町村圏協議会

なかいきいきフェスタ'99C璽□9
と き／1]月3日（水）午前9時30分～午後3時

ところ／那珂総合公園及び那珂中央公民館ほか

内 容／生涯学習に関する展示、ボランテ ィアサー

クルによる体験コーナー、 ボランティア活

動紹介展示、消費生活展、おもしろ科学教

室、ゲームコーナー（だるま落とし等）、ス

タンプラリー、いもほり大会、物産の特売、

各種模擬店、フリーマーケットほか

問合せ／那珂町役場社会教育課内

なかいきいきフェスタ'99実行委員会事務局

合 (298) l l l l 内線530

,“” と き／11月7日 （日）午前11時～午後4時

ところ／常福寺参道、商店街

内 容／武者行列、 手作り甲冑コンテスト、クイズ

大会、キャラクターショー、 各種模擬店

問合せ／瓜連町文化のまちづくり事業実行委員会

ft (286) 024 1 

うりづら秋の陣

鯰町産業文化祭99スダジィフェア ｀日〗国~
とき／ll月12日 （金） ～14日（日）
ところ／常北町役場、コミュニティーセンター常北

駐車場
容／美術展 (12日～）、芸能発表、商工業者の

展示販売会、農産物共進会、手作り加工品

販売、キャラクターショー、ちびっ子広場

など
問合せ／常北町役場産業振興課

内

うぐいすの里まつり

fl (288) 31 l l 

｀ 
き／ll月3日（水）文化の日

午前9時30分～午後3時30分まで

ところ／総合野外活動センター「うぐいすの里」

内 容／牛の丸焼き、大鍋、餅つき大会、特産品の

販売、キャラクターショー、お楽しみ抽選会

問合せ／桂村役場産業課 合 (289)22 l l 

と

｀ 
とき／ll月13日 （土） ，14日 （日）

ところ／御前山村役場、JA茨城みどり農協御前山

中央支所

容／文化財・各種講座の生徒作品・絵画，書道

作品の展示、震産物品評会、子供向け遊具、
模擬店、陶芸展等

11月13日（土）
講演会（ダニエル

よる芸能発表

l ]月14日（日）
キャラクターショー、さる芸、和太鼓演奏

工芸品即売、特産品販売

問合せ／御前山村役場企画課

合 0295(55) 21 l l 

ごぜんやままつり'99

内

募
集
人
員
及
び
対
象
者
／

夏

海

幼

稚

園

4
歳
児
20人

5
歳
児

l
人

祝
町
幼
稚
園

4
歳
児
20人

(

2

年
継
続
保
育
が
原
則
）

磯

浜

幼

稚

園

5
歳
児
40人

※

4
歳

児

平

成

7
年

4
月
2
日
1

平
成

8
年

4
月
7
日
生

※

5
歳

児

平

成

6
年

4
月
2
日
1

平
成

7
年
4
月
1
日
生

募
集
期
間
／
lO
月
1
5
日
I
l
O
月
2
5
日

該
当
す
る
幼
稚
園
に
入
園
願
書
を
直

接
提
出
し
て
下
さ
い
。
願
書
は
、
各
幼

稚
園
及
び
教
育
委
員
会
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。
申
込
者
が
募
集
人
員
を
越
え
た

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

平
成
12
年
度

町
立
幼
稚
園
児
募
集

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏

住
民
意
向
調
査
に
ご
協
力
を

問
合
せ
／

夏
海
幼
稚
園

6

(
2
6
7
)
2
0
0
2

祝
町
幼
稚
園

6

(
2
6
7
)
2
7
4
4

磯
浜
幼
稚
園

6

(
2
6
7
)
5
6
8
7

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

6
(
2
6
7
)
5
l
l
l
 

（
内
線
3
5
2
)

水
戸
地
方
広
域
市
町
村
圏
は
、
水
戸

市
、
茨
城
町
、
大
洗
町
、
ひ
た
ち
な
か

市
、
東
海
村
、
那
珂
町
、
瓜
連
町
、
笠

間
市
、
内
原
町
、
友
部
町
、
岩
間
町
、

常
北
町
、
桂
村
、
御
前
山
村
、
七
会
村

の
市
町
村
か
ら
な
り
、
効
率
的
で
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
な
が
ら
、

カール）、各種団体等に

お
互
い
に
協
力
、
連
携
し
あ
っ
て
地
域

全
体
の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
新
し
い
広
域
市
町
村
圏
計
画

の
策
定
に
向
け
て
の
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
「
住
民
意
向
調
査
」
を
行
う
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
各
市
町
村
か

ら
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
住
民
の
皆
さ

ん
に
調
査
票
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
下
さ
い
。

実
施
時
期
／
11
月
10
日
か
ら

11
月
2
4
日
ま
で

対
象
／
無
作
為
抽
出
に
よ
る
5
千
名

問
合
せ
／
企
画
課
（
内
線
2
2
3
)

ま
た
は
、
水
戸
地
方
広
域
市
町

村
圏
協
議
会

6

(
2
3
2
)
9
1
0
4
 

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
の
経
済
的

安
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
他
に
も
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
や
一
家

の
働
き
手
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に

も
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

基
礎
年
金
の
額
は
、
受
給
者
の
生
活

を
支
え
る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
基
本

的
部
分
を
ま
か
な
え
る
水
準
と
さ
れ
て

お
り
、
年
々
、
物
価
の
上
昇
と
と
も
に

改
定
さ
れ
、
今
年
度
も
年
金
額
が
0
.

6
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は

毎
月
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
か
ど
う

か
が
問
わ
れ
ま
す
。
年
金
を
受
け
る
た

大洗町の国民年金受給状況（平成10年度末）

受給年金種別 受給者数（人） 年金総額（千円）

老齢（基礎）年金等 3,715 1,830,127 

障害（基礎）年金等 195 169,278 

遺族（基礎）年金等 37 13,226 

計 3,947 2,012,631 

国
民
年
金
は
「
も
し
も
」

の
と
き
も
支
え
ま
す

め
に
は
き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
か
ら
、
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(13) 広報おおあらい '9970.5 



民
謡
新
舞
踊

会
場
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

大
洗
町
中
央
公
民
館

《
展
示
の
部
》

1
0
月
3
1
日
（
日
）
1
3
日
（
文
化
の
日
）

午
前
9
時
＼
午
後
4
時

書
道
・
て
ん
刻

・
絵
画
・
工
芸
美
術
・

短
歌
・
詩
・
俳
句
•
い
け
ば
な

．

写
真

《発
表
の
部
》

俳
句
会
1
0
月
1
0
日
（
日
）

午
前
1
0
時
＼

音
楽
会

1
0
月
2
9
日
（
金
）

午
前
l
O
時
＼

吟
詠
剣
詩
踊
1
0
月
3
1
日
（
日
）

午
後
0
時
30分、＼

日
本
舞
踊

11月
3
日
（
文
化
の
日
）

午
前
l
O
時
＼

合
同
発
表
会

l
月
3
日
（
文
化
の

日
）
午
後
ー
時
＼

l
月
6
日
（
土
）

午
前
1
0
時
＼

茶
会

木
ノ
本
社
中

・
大
山
社
中
・
大
網
社
中

l
O
月
3
1
日
（
日
）

ー
午
前
lO時

1

平
戸
社
中
・
川
上
社
中
・
岸
根
社
中

l
月

3
日
（
文
化
の
日
）

午
前
1
0
時

1

芸
術
文
化
祭

／
ヽ

い
い
汗
流
そ
う

第
1
回
歩
く
会
参
加
者
募
集

〈
そ
の
他
の
催
し
〉

l
O
月
3
1
日
（
日
）
1
1
1
月
3
日

（
文
化
の
日
）
午
前
9
時

1
午
後

4
時

群
馬
町
コ
ー
ナ
ー

・
郵
便
コ
ー
ナ

ー
な
ど

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(2
6
7
)
0
2
3
0
 

大
洗
歩
く
会
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
健
康
づ
く
り
を
目
指
す
歩
く
会
「
潮

騒
と
緑
の
コ
ー
ス
」
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
今
回
は
、
会
と
し
て
の
初
め
て
の

歩
く
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
l
月
7
日

（日）

雨
天
等
で
順
延
と
な
っ
た
場
合

l
月
1
3
日
（
土
）

集
合
／
午
前
8
時
、
大
洗
町
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

西
側
駐
車
場
集
合

コ
ー
ス
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
（
午
前
8

時
4
5
分
出
発
）
＼
磯
前
神
社

1

大
洗
海
岸
＼
願
入
寺

1
幕
末
と

明
治
の
博
物
館
ー
マ
リ
ン
タ
ワ

ー
前
広
場

（
正
午
到
着
）
約
8

km
の
コ
ー
ス
で
す
。

対
象
者
／
歩
く
会
会
員
及
び
町
内
に
居

住
、
勤
務
し
て
い
る
健
康
な
方

参
加
費
／
l
人
3
0
0
円
（
障
害
保
険

料
等
）
当
日
受
付
に
て
徴
収

2
日
（
火
）

8
日
（
月
）

2
2
日
（
月
）

2
5
日
（
月
）

持
参
す
る
物
／
水
筒
、
救
急
用
具
、
帽

子
、
タ
オ
ル
等

雨
天
等
で
中
止
の
場
合
／

町
無
線
広
報
に
よ
り
放
送
い
た

し
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
係

6

(2
6
6
)
l
o
l
o
 

町
民
卓
球
大
会

日
時
／
1
1
月
7
日
（
日
）

午
前
8
時
3
0
分
受
付
開
始

場
所
／
町
総
合
運
動
公
園
体
育
館

種
目
／
中
学
生

・
高
校
生
・
一
般

（
そ
れ
ぞ
れ
男
女
）

初
心
者
の
部

（
小
学
生
含
男
女
混
合
悟
人
戦
）

参
加
料
／
5
0
0
円
（
高
校
生
以
上
）

申
込
締
切
／
1
0
月
2
5
日
（
月）

持
参
品
／
ラ
ケ
ッ
ト
（
初
心
者
は
貸
し

出
し
可
）
上
ば
き
、
運
動
の

で
き
る
服
装
で

申
込

・
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
（昼）

岩
井
忍
宅

6

(
2
6
7
)
2
3ー

7
（夜）

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■休
館
日

1
0
月
1
8
日
（
月
）

3
1
日
（
日
）

11月
ー
日
（
月
）

3
日
（
祝
）

1
5
日
（
月
）

＼
 

心
配
こ
と
相
談

■貸
出
時
間

■貸
出
期
間

日
時
／
1
0
月
2
1
日
（
木
）

午
前
1
0
時
＼
午
後
3
時

場
所
／
役
場
3
階
会
議
室

相
談
者
／
弁
護
士
（
午
前
中
の
み
）

人
権
擁
護
委
員

行
政
相
談
委
員

相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
こ
相
談
下
さ
い
。

問
合
せ
／
町
長
公
室
（
内
線
2
1
4
)

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
3
0
分
1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
土
の
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6
(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

人
権
特
設
相
談
＆

行
政
相
談
所
開
設

午
前
9
時
30
分

1

午
後
4
時
3
0
分

2
週
間
(

1

人
3
冊

）

●大洗文化センタ―• 合266-2442

月日躍 催事 内 容 開始時屑 闘 勘 燻方法

] 6 土マンガ上映会 ] 300~ 京ール 有 料

l O 27 水運転免許証更新時講習 g・oo~ 大会議室 関係者

29 金皐成ll年度大洗町戦没者追悼式 10・30~ 大会議室 関係者

l l 7 日ピアノ発表会 ] 3,00~ 爪ー）し 関係者

町県民税（第3期）
納期は

l l月1日迄です。
国民年金(l0月分）
納期は

10月29日迄です。

'99.70.5 広報おおあらい (14) 



月 日 曜 事業名 対象者 受付時間

19 火
ふれあい広場 乳幼児を持つ槻・f 9:00~n:oo 

生活習桐改善指導 9生月活実改施善のが基必本災他な恰）のi対i呆炭指導の内 13:00~14:00 

20 水
母親教室③ 妊娠6ヵ月～8カ）jl!)1,}]産の方 9:15~ 9:30 

経口生点リオ投与 生後3ヵ月～90ヵ月未満の乳幼児 13:00~13:45 

21 木
基本他診事後指導 9月実施の基本健診の結果要指導の方 9:00~10:30 

生活問桐改善指導 9生月活実改施沖のがふ必本災他な診方の結果要指導の内 13:00~14:00 
10 

22 金 機能回復訓練 障害をもった）］で機能訓練が必要な方 9:00~11 00 

25 月 母親教室④ 妊版6カ）j～8ヵ月の初産の方 13:15~13.30 

機能回復訓練 樟許をもった）iで機能訓練が必要な方 9:00~11:00 

26 火 ふれあい広場 乳幼児を持つ親子 9:00~11:00 

生話習慣改善指導 9生JJ析尖改施善のが基必本要健な設Jのj・粘呆要指導の内13:00~14:00 

27 水 1歳6ヵ月児健診 満1歳6ヵ月に達した幼児 13:00~13:45 

28 木
I,q保相談 老人医概受給者証新批交付者 9:00~11:30 

乳児健診 生生後後36カカ））］）～～47ヵヵ月月のの乳乳凡凡 13:00~13:45 

29 金
機能回復訓練 障害をもった方で機能iJII糾が必要な方 9:00~11:00 

生活習慣改善指導 9生月活実改施lのtが基必本要他な診方の＊＇i米悦指 導の内 13:00~14:00 

一般健康相談 一般住民 9:30~11:00 

1 月 母子相談 f頃及び乳幼児 9:30~n:oo 

生活習梢改善指沿 99lJ:Ji,‘必r；改施善のが基必本要健な診方のも＇渫淡指導の 内13:00~14:00 

機能回復訓練 閃評をもった方で機能汎綽が必要な方 9:00~n:oo 

2 火 ふれあい広場 乳幼児を持つ親子 9.00~11:00 

基本他診取後指的 9)j実施の基本健診の桔股災指導の方 13:00~14:00 

4 木
基本他診取後指導 9)1実施の基本健診のt'i股要指導の方 9:00~10:30 

11 咸人1酋飽診叫後指導 9月実施の成人病健診の枯梨要指導の方 9:00~10:30 

5 金
機能回復訓練 障害をもった方で機能調糾が必要な方 9:00~n:oo 

経口生ポリオ投与 生後3ヵ月～90ヵ月未憐の乳幼児 13 00~13:45 

機能回復訓練 障書をもった方で概能iJII綽が必要な方 9:00~n:oo 

9 火 ふれあい広場 乳幼児を持つ親子 9:00~11:00 

三種混合接種 生後3ヵ月～9()ヵ月未満の乳幼児 13.00~13:45 

10 水 経口生ポリオ投与 生後3ヵ月～90ヵ月未満の乳幼児 13:00~13:45 

11 木 親と子4/J)虫歯予防教室 2歳の幼児及び栂親 13:45~14:00 

12 金 機能回復訓練 閃得をもった方で機能計ll綽が必要な方 g・oo~n:oo 

16 火
機能回復訓練 ト？許をもった方で機能/JII綽が必要な方 9:00~n:oo 

ふれあい広場 乳幼尻を持つ親子 9:00~11:00 

（健康福祉センター健 庫増進係）

アイドlL!

ゅうき

裕貴くん
えり

愛梨ちゃん
（金沢4区 2歳10カ月

1歳7カ月）

●父伸幸

●母 順 子

お兄ちゃん達にもまれてた＜

ましくなりそう、いつまでも

兄妹仲良くしてね

こいすみ つかさ

小泉司くん
（永町l区 1歳9カ月）

●父 勇一

●母 亜紀子

元気にすくすくと育ってね

健診結果を

生かして
健康づくり

よ
う
や
く
基
本
健
診
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、
健
診

を
受
け
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
暑
い
中
、

こ
苦
労
様
で
し
た
。

1
0
月
に
入
り
ま
す
と
、
そ
ろ
そ
ろ
み
な
さ
ん
の
お

手
元
に
結
果
通
知
書
が
届
く
頃
で
す
。

健
診
を
受
け
た
だ
け
で
、
今
年

一
年
の
健
康
管
理

も
バ

ッ
チ
リ
ー
と
思
う
方
も
な
か
に
は
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
が
、

せ
っ
か
く
受
け
た
健
診
で
す
の

で、

そ
の
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
し
な
い
と
何
の
意

味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
結
果
を
み
て
、
必
要
が
あ

れ
ば
今
ま
で
の
自
分
の
生
活
の
軌
道
修
正
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
届
く
結
果
の
用
語
に
つ
い
て

こ
脱
明
し
ま
す
。

「異
常
認
め
ず
」

ま
す
は
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

あ
な
た
の
体
は
、
今
回
の
健
診
を
受
け
た
時
点
で
は
、

照
山

美
樹

健
康
体
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
し
、
油
断
し
て
、
不

規
則
・

不
摂
生
な
生
活
を
続
け
て
い

る
と
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
が
・
つ
ー

『要
指
導
」
・
・
「
お
薬
を
飲
む
な

ど
の
治
療
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が、

日
常
生
活
に
注
意
を
し
て
、
定
期
的

な
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
結
果
の
方
は
、
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で

「事
後
指
導
』

．
『生
活
習

慣
改
善
指
導
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
医
師
・
保
健
婦

・
栄
養
士
か
ら
日

常
生
活
の
注
意
点
な
ど
の
説
明
が
あ

り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
説
明
会
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

「要
医
療
」
：
·
·
'
•
こ
の
結
果
は
、
次

の
よ
う
な
方
で
す
。

①
す
で
に
何
か
の
病
気
で
治
療
さ
れ

て
い
る
方

・
問
診
で
、
治
諏
中
と

答
え
た
方
で
す
の
で
、
ひ
き
つ
づ

き
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
治

療
し
て
く
だ
さ
い
。

②
検
査
所
見
に
異
常
が
あ
り
、

明
ら

か
に
病
気
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

薬
を
飲
む
な
ど
の
治
療
が
必
要
な

方
で
す
。
こ
の
結
果
通
知
書
を
持

っ
て
、
医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

今
回
の
健
診
で
少
し
で
も
体
の
異

常
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
指
導
を
受

け、

今
か
ら
で
も
t
J
自
分
の
生
活
習

伯
を
変
え
て
い
く
よ
う
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

検
査
結
果
は
、
あ
な
た
の
体
か
ら

の
大
切
な
サ
イ
ン
で
す
。
そ
れ
に
こ

た
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

今
回
、
鎚
診
を
受
け
そ
び
れ
て
し

ま
っ
た
人
は
、
1
2
月
に

「
も
れ
者
健

診
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
婦

(l 5) 広報おおあらい '98.10.5 
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ケスジャドカリ
イソギンチャクを付けた巻き貝を背負い、真っ赤な大バ

サミを持つケスジャドカリ。いつも俺様にかなうものはい

ないと言わんばかりの雰囲気で待ち構えています。試しに

手を入れ触れようとすると、その瞬間‘'ガバッ’＇シマッタ

はさまれたと思いきや、なんとそれは貝の中に勢いよく隠

れる時の音だったのです。容姿はすごいが意外と小心者、

何だか人は見かけに． ．．？いやヤドカリは見かけによら

ないものです。
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